
水
関
連
団
体
な
ど
意
見
交
換
会

中
環
審

部

会
第
６
次
環
境
基
本
計
画
策
定
へ

東
京
都
住
生
活
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

多
様
な
世
代
に
実
践
事
例
紹
介

中
央
環
境
審
議
会
総
合
政

策
部
会
（
部
会
長
・
髙
村
ゆ

か
り
東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
は

１０
月
３０
日
、
東
京
・
霞
が
関

の
環
境
省
会
議
室
で
各
種
団

体
と
の
第
１
回
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
。
第
６
次
環
境

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

水
環
境
・
資
源
循
環
関
連
団

体
な
ど
が
積
極
的
に
意
見
を

表
明
し
た
。

当
日
の
意
見
交
換
会
に
は

関
係
８
団
体
が
出
席
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
行
わ
れ
た
。
２
部

構
成
で
森
口
祐
一
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所

理
事
、
三
宅
香
日
本
気
候
リ

ー
ダ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
共
同
代
表
、
宮
崎
明
博

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
地
球
環
境

部
次
長
兼
環
境
管
理
・
気
候

変
動
対
策
グ
ル
ー
プ
長
、
野

中
寿
一
栃
木
県
環
境
森
林
部

参
事
、
金
澤
貞
幸
公
益
社
団

法
人
全
国
都
市
清
掃
会
議
専

務
理
事
、
室
石
泰
弘
公
益
社

団
法
人
全
国
産
業
資
源
循
環

連
合
会
専
務
理
事
、
池
道
彦

公
益
社
団
法
人
日
本
水
環
境

学
会
会
長
、
島
田
泰
助
一
般

社
団
法
人
日
本
林
業
協
会
会

長
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
の
現
状
や
課
題
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

こ
の
う
ち
国
環

研
の
森
口
氏
は
環

境
基
本
計
画
の
見

直
し
に
関
す
る
政

策
提
言
、
宮
崎
氏

は
途
上
国
に
お
け

る
気
候
変
動
対
策

や
森
林
な
ど
の
環

境
保
全
活
動
、
野

中
氏
は
栃
木
県
の

環
境
基
本
計
画
や
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
め
ざ
す
脱
炭
素
化

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
金
澤
氏
は

自
治
体
に
お
け
る
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
に
向
け
た
廃

棄
物
処
理
、
室
石
氏
は
産
業

廃
棄
物
の
処
理
・
再
生
利
用

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
。
ま
た
池
氏
は
第
６
次
環

境
基
本
計
画
の
中
間
と
り
ま

と
め
に
賛
同
す
る
と
と
も

に
、
数
点
の
修
正
案
を
提
示

し
た
。

東
京
都
住
宅
政
策
本
部
は
１０
月
２７
日
、
新
宿
区
の
都
議
会
議
事
堂
・
都
民
ホ
ー
ル
で
「
東
京
都
住
生
活
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」
を
開
催
し
た
。
「
多
様
な
世
代
に
お
け
る
住
宅
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
図
る
実
践
事
例
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
世
代
ご
と
に
異
な
る
理
想
の
住
ま
い
を
展
望
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め
、
有
識
者
や
住
宅
設
備
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
業
界
関
係
者
に
よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ン
を
繰
り
広
げ
た
。
今
後
の
住
ま
い
の

あ
り
方
を
主
体
的
に
考
え
る
意
識
を
醸
成
し
、
良
質
な
住
環
境
の
実
現
を
め
ざ
す
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
東
京

都
が
策
定
し
た
未
来
の
東
京

戦
略
で
掲
げ
る
「
人
や
地
域

に
注
目
し
た
住
生
活
充
実
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
実
施
。
都
民
や
区
市
町
村

の
職
員
、
住
宅
関
係
事
業
者

な
ど
約
１
３
０
名
が
参
加
し

た
。

開
会
に
あ
た
り
小
池
百
合

子
都
知
事
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
「
住
ま
い
は
安

全
・
安
心
・
快
適
に
暮
ら
す

た
め
の
欠
か
せ
な
い
土
台
と

な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
よ

う
選
択
肢
を
増
や
し
、
良
質

な
住
宅
を
供
給
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。
都
は
子
育
て
し
や

す
い
住
環
境
の
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な

ど
住
宅
確
保
に
配
慮
が
必
要

な
人
々
を
支
援
し
て
い
る
。

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

豊
か
な
住
生
活
の
実
現
に
向

け
て
幅
広
い
世
代
を
対
象
に

し
た
実
践
事
例
を
紹
介
し
て

い
た
だ
く
。
よ
り
よ
い
住
ま

い
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
建
築

計
画
に
造
詣
の
深
い
東
京
大

学
教
授
の
大
月
敏
雄
氏
が
開

催
趣
旨
な
ど
を
説
明
し
た
。

続
い
て
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の

芦
田
亜
紀
氏
が
「
出
前
授
業

〝
健
康
と
環
境
に
よ
い
住
ま

い
方
〞
〜
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
と
と
も
に
学
ぶ
」
、
涼

風
法
律
事
務
所
弁
護
士
の
熊

谷
則
一
氏
が
「
賃
貸
住
宅
契

約
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
〜

成
人
年
齢
引
き
下
げ
を
踏
ま

え
た
留
意
点
」
、
ホ
ー
ム
ネ

ッ
ト
㈱
の
種
田
聖
氏
が
「
住

ま
い
確
保
の
落
と
し
穴
〝
部

屋
が
借
り
ら
れ
な
い
〞
〜
賃

貸
市
場
の
仕
組
み
と
居
住
支

援
」
と
題
し
て
講
演
。
こ
の

う
ち
芦
田
氏
は
２
０
１
８
年

か
ら
延
べ
７９
校
・
約
４
５
１

０
名
の
小
学
５
〜
６
年
生
に

実
施
し
た
出
前
授
業
「
健
康

と
環
境
に
よ
い
住
ま
い
方
」

の
目
的
や
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
。
と
く
に
人

間
生
活
の
基
本
と
な
る
衣
食

住
の
う
ち
住
生
活
に
お
け
る

創
意
工
夫
の
発
想
を
促
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と

も
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
が
社
会

的
課
題
解
決
の
た
め
に
打
ち

出
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
戦
略
や

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
に
対
応
し
た
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
活
動
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
あ
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
渡
辺
真
理
氏
と
大
月
氏
を

進
行
役
と
し
て
芦
田
氏
、
熊

谷
氏
、
種
田
氏
ら
が
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開

し
た
。

ＬＩＸＩＬなど講演・パネルディスカッション

小池都知事がビデオメッセージ

ハイブリッド方式で開催
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